




1 ．システム概要 I 
•教職員の負担を最小限に抑え、 充実した学習機会を提供します。

•安全なセキュリティ環境下で、 システム管理、 講座運用まで支援します。
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I ■連用スケジュ ー）頃 I 
豊富なノウハウをもとに、 貴学の要望に沿った入学前準備教育を支援します。

8月 9月 10月 11月 1
ヒアリング・打合せ 講座内容検討

貴学のご要望に合わせて講座の組み換えが可能です。
期間や用途をお聞かせください。

遍用方法検討

・ フルeー ラーニング型
・通学との組み合わせ
・評価基準など

準備・情報提供

·ID· PW登録
・学生案内など

12月 1月 2月 3月 1
受 講

・質問はクリプトンの管理者が学内と連携をとりながら受講生対応をします。
・クリプトンの管理者が遅れている学生へ個別に学習支援を行います。
・学内担当者は管理者IDで随時受講生の状況を確認できます。

評値・報告

・学習状況を得点化し評価します。
・アンケー トを実施します。



I ■おすすめ講座紹介 |
「情報リテラシー 1（基礎偏）」

現代社会と切り離すことができない、SNSなどインターネット
サー ビスや情報端末利用ための知識を習得します。また、大学生
として適切な文書表現を用いで情報を 発信、表現できる力を養
います。急速に普及するオンライン遠隔授業の準備にも対応し、
大学入学後のアカデミックな活動ヘスムーズに移行できる基礎

知識が身に付きます。（想定学習時間：20時間）

講義画面
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「情報リテラシー II（応用偏）」

「情報リテラシー II（応用編）」では主に表計算ソフトやプレゼン
テーションソフトを利用したデータの扱い、情報の取集、整理、
分析、発信の方法を学びます。
現在注目されているデータサイエンス教育の導入にもなり、学
生は、これからの学びに 大きな興味と期待を持って入学できる
ようになります。（想定学習時間：20時間）

単元末テスト

滋偏こちらのエクセルファイ1ぽダウンロ ー ドし、 EXolなどで開いて、 吝かれて り屋Ui畠晨員眉
いる指示に復いなさい。

問竪エクセルファイルをもとに、以下の各設問の選択肢

情報リテラシー 1 講座 INDEX

| No ． 講義名

なさい．
問5.
敬学の再ば対象吝(60点未温｝は何名か

O28名

Ol3名

O l2名

O27名

閥6.
社会の居潟点を表示するの通した閃数はどれか

OI心数

0四IN関数

OM心

Ocoum心数

閥7

課4「レポー トの作成」

あなたは． 領耀の●星のなかで「なくなる仕事・なくならない仕事Iというテーマで． レ
ボー トを●くこととなった．テーマについて●編●鐘を印9．●切な資蔚やデータを置云し
ながら、あなたの零えを“X)字以上Jooo字以nで這べてください．
ただし、以下の｛鯉遍●仔J ●●た,cと．またこのコ霜は、以下の【99ープリック］で評

)●麗気件）l内容・鳩直について

0タイトルは・ 「なくなる仕裏・なくならない仕●」とTる．●直サフタイトルなつけてもよい
．．来する賃料やデータは、 必て出● 9サイト名·U紅、●名・看雹名など）を開記Tること·
⑦はじめ・なか·おわりの三鄭構成を恵●し、 週宣段蕩を設定して文●化すること9見出しは不

饗）
•はじめ・なか•おわり四嘩は以下を参書にすること

［はじ<i·このレポー トで飼についてのべるのか、 テーマ（＋主●9を●示する

一

①w“dなどの文●作●ソフトを用いてA4一枚でしポートを作成し、 Pom式に変羨して貝出するこ
と． （ただし記入項目のab.c.d．は含まない（

情報リテラシー 11 謂座 INDEX

| No ． 講義名 I
プレ はじめに

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

便利で楽しい情報サービス
............................................................ 

情報サービスに潜む危険性
............................................................ 

現代社会とコミュニケーション
...................................................................... 

eメールの仕組み
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

eメールを用いたコミュニケーション
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

ICT を用いた情報収集

的確な文章表現

文書作成ソフトの使い方
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

インターネットの仕組み

クラウドと情報端末

情報を活用した問題解決力

企画書の作成
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

進化する情報技術と社会
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

情報社会とプライバシー 1
.................................................. 

情報社会とプライバシー 2

オプション講座
16 大学での遠隔授業に備えて
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プレ はじめに

:--------j
プレゼンテーションの基磯

-------------------------------------------------------------------------------------

2 プレゼンソフトの使い方

3
 

スキルアップのポイント

:--------j
レビューを書いてみよう

---------------------------------------------------------------------------

5 デジタルデータとは

6
 

Web 技術基礎
7 1 HTML を用いた Web サイト作成

8 データ分析の基礎
··················-··················-············-·······································-············-·· 

9 表計算ソフトを用いた情報収集と整理
10 表計算ソフトを用いた情報分析
11 様々な関数を使ったデータ分析
12 表計算ソフトを用いた報告書の作成
13 ICT を用いた発想法

14 インターネットの可能性
15 ICT を使った学びの可能性

オプション講座
16 大学での遠隔授業に備えて

※テーマごとに単元末テスト提出課題があります。

※大学様のニーズに従い、必要な講義テーマを選択、組換えることができます。





〒105-0012　 東京都港区芝大門

株式会社ネクサス株式会社クリプトン

 1-1-30 芝タワー 4F

TEL : 03 - 6432 - 4419  FAX : 03 - 6432 - 4429

〒1６０-00０４　　 東京都新宿区四谷４－３－１２第１２大鉄ビル７階  

TEL : 03 - ３３５３ - ４４１１  FAX : 03 - ３３５３ - ６１６１

httpｓ://www.byoin.com/

◆コンテンツ制作・配信 ◆販売店

http://www.kripton.co.jp/


